
自然景観の読み方と都市景観の楽しみ方自然景観の読み方と都市景観の楽しみ方
ー　景観人は青森をどのように読み、楽しめるだろうか　－ー　景観人は青森をどのように読み、楽しめるだろうか　－

講座概要

　１．景観の考え方

　２．集落景観の研究事例

　３．人間の視覚特性と建物の見方

　４．都市景観の楽しみ方

　５．記憶と感性による八景

第４回景観人講座　青森会場



青森県の集落景観に関する基礎的研究青森県の集落景観に関する基礎的研究
―　津軽地区農村景観について　―

八戸工業大学　建築工学科
　　　　　　　環境デザイン　月舘研究室

工藤　 秀文

新山　恵美子
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環境デザイン　月舘研究室 工藤・新山

・景観とは

・景観のモデル化

・仰角と景観

岩木山を望む



環境デザイン　月舘研究室 工藤・新山
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自治体

行政

地域住民

青森県

景観に対する取り組み

アイデンティティの危機

ローカリティの喪失

失われていく個性

個性ある集落景観
を形成するには？

研究の背景と目的



環境デザイン　月舘研究室 工藤・新山
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テーマ

青森県の評価されている
景観の仕組みを知る 景観の考え方

評価されている景観とは？

景観の捉え方

現地調査

分析・まとめ

研究の流れ

青森県の景観概念　⇔　欧 米の風景概念

風景の考え方



景観の考え方

青森県の景観概念

景観景観 都市景観都市景観

自然景観自然景観

自然歴史地区

自然景観自然景観都市景観都市景観

緑

市街地

青森県の景観概念人工構造物を評価人工構造物を評価

環境デザイン　月舘研究室 工藤・新山

景観要素

１）　歴史的文化的建造物
２）　歴史的町並み
３）　都市景観
４）　田園景観
５）　緑化事業による緑
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市街地

欧米の風景概念

風景風景 景観景観 背景背景+

歴史地区

市街地

田園 農地

自然

ランドマーク

風景風景

環境デザイン　月舘研究室 工藤・新山

欧米の風景概念見えるものすべてを評価見えるものすべてを評価

風景の考え方

風景構成要素

１）　地域の立地
２）　地形
３）　自然
４）　文化・歴史
５）　ランドマーク

+ 人
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景観景観 都市景観都市景観

自然

自然景観自然景観

歴史地区

都市景観都市景観 自然景観自然景観

市街地

緑

風景風景 景観景観 背景背景+

歴史地区
市街地

田園 農地

自然

ランドマーク

風景風景

環境デザイン　月舘研究室 工藤・新山

景観 人工構造物を評価人工構造物を評価 風景見えるもの見えるもの
すべてを評価すべてを評価

風景景観

+ 人



人間の視覚特性人間の視覚特性

１．どの位まで遠くまで見えるか？

２．視野の広がりは何度くらい？

３．上下はどこまで見えてるか？

４．自然を楽しむことと視覚特性

５．岩木山はどの様に見える？



※「景観の構造」（樋口忠彦著）を参考にしました。



※「景観の構造」（樋口忠彦著）を参考にしました。



※「景観の構造」（樋口忠彦著）を参考にしました。



※「景観の構造」（樋口忠彦著）
　　を参考にしました。



岩木山を見上げる角度

実測調査

調査対象地点

①　黒石市　観光りんご園
②　浪岡町　アップルヒル展望台
③　田舎館村　役場庁舎展望台
④　板柳町　高架配水塔を含む大俵地区
⑤　鶴田町　津軽富士見湖
⑥　森田村　つがる地球村野外円形劇場
⑦　稲垣村　岩木川河川公園

① 角度θ＝４°
②・⑦ 　角度θ＝５°
⑤・⑥ 　角度θ＝１０°
③・④ 　角度θ＝７°

⑦

⑥
⑤

④

③ ①

②

θ＝１０°

θ＝７°

θ＝４°

θ＝５°

岩木山を見上げる角度の分布図

『ふるさと眺望点マップ』から「良いと評価
される景観」をピックアップし、現地調査。
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環境デザイン　月舘研究室 工藤・新山

岩木山 弘前市
黒石市

五所川原市



見方の分布図

●　見上げる･･･仰角８°～　３０°
●　見下ろす･･･俯角８°～　３０°
●　見渡す･･･仰角８°～　俯角８°
●　見通す･･･隙間を通して一点を見る形
●　見越す･･･近景と遠景の間が不可視領
　　　　　　　　　域になる形

見方のパターン化

モデル化し、パターン化

見上げる＋見通す型

見渡す＋見通す型

見渡す＋見越す型

見上げる＋見下ろす型

見上げる＋見渡す型

見上げる＋見越す型

見下ろす＋見渡す型

見渡す＋見通す型

見下ろす＋見渡す型

見下ろす＋見渡す型

見上げる＋見渡す型
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工藤・新山環境デザイン　月舘研究室

岩木山 弘前市
黒石市

五所川原市



主構成要素のパターン化

B

C

C

H B

B

A

B

E

A

G
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C
A

F

C

D

D
H

主構成要素の分布図

A･･･みどり＋町並み＋田んぼ＋岩木山
B･･･りんご畑＋みどり＋田んぼ＋町並み＋岩木山
C･･･みどり＋岩木山
D･･･町並み＋岩木山
E･･･湖＋橋＋みどり＋岩木山
F･･･みどり＋町並み＋湖
G･･･町並み＋田んぼ
H･･･りんご畑＋岩木山

主構成要素の組み立てパターン

統計数の多い構成要素
津軽地区特有の構成要素

主構成要素

景観のモデル化

りんご畑、町並み、田んぼ、みどり
岩木山、湖、橋

Cパターン

Aパターン

Aパターン
Bパターン
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工藤・新山環境デザイン　月舘研究室

岩木山 弘前市
黒石市

五所川原市



θ＝７°

分布図

見下ろす＋見渡す型
田んぼ＋町並み
　　　　　＋みどり＋岩木山

分布図

見下ろす＋見渡す型
田んぼ＋町並み
　　　＋みどり＋りんご畑
　　　　　　　＋岩木山

見渡す＋見通す型
みどり＋岩木山

見上げる＋見渡す型
田んぼ＋町並み
　　　＋みどり＋岩木山

２０００年度卒業研修発表会

工藤・新山環境デザイン　月舘研究室

・　主構成要素
・　見方
・　見上げる角度

岩木山
弘前市 黒石市

五所川原市



まとめ

・　岩木山は津軽地区のランドマーク
・　『見上げる型』と『見渡す型』の境界は仰角７°
・　津軽地区を特徴づける要素
　　　＜田んぼ＞＜りんご畑＞＜岩木山＞＜みどり＞
・　津軽地区での特徴的な景観は４パターン

見渡す＋見通す型
みどり＋岩木山

見下ろす＋見渡す型
田んぼ＋町並み
　　　＋みどり＋岩木山

見上げる＋見渡す型
田んぼ＋みどり
　　　＋岩木山

見下ろす＋見渡す型
田んぼ＋町並み
　　　＋りんご畑
　　　　　　　＋岩木山
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工藤・新山環境デザイン　月舘研究室



都市景観の楽しみ方都市景観の楽しみ方

１．記憶と感性　全てを使う

２．八景に学ぶ　風景の楽しみ方

３．風景の見方は多様である

４．風景には環境因子が影響する

５．風景は季節・時間・気候・祭
　りなどの演出要素で変化する











十三日町の街路（街路樹が伸びて雑踏の中にも穏やかさが出てきた）



昭和５４年頃の十三日町（右：三元）







青森中心街三景を選ぶ青森中心街三景を選ぶ

１．中心街を散策する

　

２．面白そうな場所を視覚特性からチェック

３．場所の特性をイメージする

４．場所性の総合評価－三景の候補の選定

５．青森中心街三景を選定する



新産業都市時代（昭和３９年指定）に描かれた八戸の将来



昭和５４年頃の三日町ととアーケード



三日町の歩道（アーケードを撤去し、街灯・オブジェなどを整備）



景観奨励賞に選ばれた主な建物（デザインの先導性や景観への寄与　？？？）



八日町の旧河内屋（県内初の登録文化財　残したい建物　№１）




	自然景観の読み方と都市景観の楽しみ方ー　景観人は青森をどのように読み、楽しめるだろうか　－
	
	人間の視覚特性
	都市景観の楽しみ方
	青森中心街三景を選ぶ

